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会長就任のご挨拶
　西暦1905年、アメリカ・シカゴにて初のロータリークラブが
設立されました。その15年後の1920年には日本で初のロータ
リークラブが東京にて誕生。今年度は日本ロータリー生誕
100周年の年となります。時は流れ、昭和60年、西暦1985年、
私の所属する【大分1985ロータリークラブ】は第2720地区大
分第四グループにて産声を上げました。
　そして今年度、創立から36年を迎える歴史と伝統ある【大
分1985ロータリークラブ】の会長を拝命いたしました。ロータ
リー歴は4年6月と浅くはありますが、会長と云う大任を果た
すべく一所懸命に頑張っていく所存です。何卒これからの一
年間、よろしくお願いいたします。
　今年度のクラブ目標ですが、まずは5年後のクラブの姿を
明確にし、その目標を達成するための中長期的活動計画を
作成、スタートさせます。今年度はそのスタートアップ年度といた
します。
　具体的には、青少年奉仕ではインターアクトの提唱、社会
奉仕ではＲＣＣ（Rotary Community Corps）の結成を目指
していきたいと設定しています。また、地区補助金を活用し
た奉仕活動としては、例年通り、地域の子ども達の現在、そし
て未来の可能性を切り拓いていく一助になる活動を継続して
いきます。
　本クラブは、会員数20名ほどの少人数クラブではあります
が、そのフットワークの軽さ、アイデアの多彩さと、会員一人ひ
とりが自身の得意分野を存分に発揮し奉仕活動に夢中にな
れるのが強みです。会員数は少ないですが、一騎当千の力と
知恵と笑顔を持ってロータリー活動を楽しんでいきましょう。
　さて、今年度が始まるにあたって、ここに記しておかなけれ
ばいけないことがあります。
　それは今年1月頃より猛威を振るい、世界中を我々が経験
したことのないパニックに陥れ、未だその影響を根深く私た
ちの日常生活に残している(新型コロナウィルス)についてです。
経済活動は止まり、愛する人との誕生や終焉にさえ立ち会え
ず、世界中が疑心暗鬼に覆われてしまいました。しかし、今で
は少しずつではありますが、経済は新しく形を変え前に進み、
人々は新たな愛情表現に活路を見出し、人間同士の絆はＩＣ
Ｔ（情報通信技術）の活用で新たなフェーズに入りました。
　そこで、今年度のクラブスローガン
　『勇気を出して新たな一歩を踏み出そう』です。
地球規模で価値観が急転したアフターコロナ（ウィズコロナ）
の世界。ビジネス、ロータリー活動、遊び、友人、家族との日
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ロータリーソング 【奉仕の理想】

奉仕の理想に集いし友よ

御国に捧げん我等の業

望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ

我等のロータリー

常でさえ新たな価値を見出していかなくてはならなくなりまし
た。しかし、どのような状況になっても悲観している時間はあり
ません。

　さあ、新たな時代の始まりです。新たなチャンス、新たな
価値観、そしてまだ見ぬ新たな自身の可能性を発見するために
勇気を出して新たな一歩を踏み出しましょう。
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幹事報告

・2021～2022年度　地区副幹事選任のお願い
　選任期日8月31日　（1人～2人推薦）
・退任に当たっての御礼

例会の予定

■ 7 月13日（月）

■ 7 月20日（月）

■ 7 月27日（月）

和田ガバナー補佐来訪　会員卓話
ZOOM例会へ向けレクチャー会
夜間例会　19：00～コンパルホール

ニコボックス

★岩崎　哲朗ガバナー補佐（大分東RC）（2口）
今年度ガバナー補佐として夜例会に参加させていただきま
す。大変お世話になりました。
親睦の意として2口させていただきます。
★橋本亜紀子会長（1口）
一年間、会長として至らない事が多かったと思いますが、
自分自身一番学ばせて頂きました。   
会員の皆様のおかげです。ありがとうございました。
★髙橋道成幹事（1口）
一年間、幹事をさせていただきました。コロナの関係もあ
り大変早く任期をむかえた様に感じます。  
ご協力をしてくださった皆様、大変ありがとうございまし
た。
★髙野　太会員（1口）
橋本会長、髙橋幹事へ   
一年間ありがとうございました。次年度がんばります。
★河野　聡会員（1口）
今週水曜（6/24）に還暦となります。来週から生まれ変わ
ります。なお、赤いワインなら何でも好きです。
★吉田盛治会員（2口）
6月20日に初孫が誕生しました。東京に住んでいる長男夫婦
にできた女の子です。
コロナ感染が心配でしたが、無事に生まれ、母子共に元気
です。感謝のしるしとして2口します。
★矢羽田　光会員（1口）
記念日と気づきました。すでにパートナーは病です。忘れ
ずに生涯をすごしたいと思います。

　　＜愛のポリオ募金＞

6月集計分　9,097円でした。

ご協力ありがとうございました。
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2019～2020年度を振り返り、一言ずつのリレートークを行いました。

6月29日（月）最終夜の会　於：割烹「にしおか」

橋本会長・髙橋幹事慰労懇親会
新会員歓迎会　米山奨学生グエン ティ フーン ジャンさん送別会
岩崎ガバナー補佐（大分東RC）にご出席いただきました
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参照サイト「ＲＣＣ」　　https://www.rotary.org/ja/our-programs/rotary-community-corps


